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ヘッドライン　化学を活かせる医療職
　医療現場では，医師のほか看護師，薬剤師，診療放射線技師など，様々な職種のコメディ
カルが活躍している。また，治療に使用される医療機器や医薬品，検査薬には多くの化学技
術が活用されている。本ヘッドラインでは，日々医療現場で活用される様々な材料や製品の
機能とそこに活かされている化学について解説する。
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次号ヘッドライン  AI時代の化学教育

　島根県立益田高等学校は，令和 8年に創立 115 年を迎え，創立以来の卒業生総数
は 1万 9775 名の歴史と伝統ある学校である。昭和 23 年に島根県立益田高等学校と
改称し男女共学の普通科高等学校として新しく出発し，昭和 45 年に理数科を設置，
さらに平成 16 年度には文部科学省よりスーパーサイエンスハイスクール（SSH）
の指定を受け 23 年目となる。また，令和 8年度にはDXハイスクールにも認定さ
れ，文系理系問わずすべての生徒を SSH事業の対象として，日本の科学技術を担
える人材と未来の地域社会を担う人材の育成に力を注いでいる。

表紙の言葉　島根県立益田高等学校
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